























韓国政府は, 以前から ｢在外同胞法｣ を通して, 中国朝鮮族をはじめロシアを含む
高麗人の韓国入国を許容し, 一般外国人を対象にしている ｢雇用許可制｣ より相対的

















ソビエト共和国を横断する人民, 即ち ｢多共和国人民｣ として生きてきたといえる｡
ソビエト連邦が解体された後登場した独立国家共同体 () 時代の高麗人は, よ
り良い農地を探してウクライナ南部, ロシア, 故郷であった沿海州, あるいは韓国へ
新しい移住先を求めて行った｡ ｢人民｣ から ｢市民｣ に高麗人を規定する名前は変わっ
ていったが, 一つの国家ではない国境を横断する多国家市民として生きていかなけれ
ばならない彼らの運命まで変わったのではない｡ この文では, ソビエト社会主義共和










ト愛国主義｣ を強調し, その結果, 高麗人は中央アジアに強制移住させられることに
なった｡ その後, 高麗人は特別移住民として分類され, 居住移転の自由のない ｢敵性
人民｣ として生きて行かなければならなかった｡ ｢敵性人民｣ として分類された高麗
人は, ソビエト人民としての公民権を回復するための努力を重ねなければならなかっ





死だった｡ その転機となったのは第次世界大戦であった｡ 高麗人はいわゆる ｢大
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) ソビエト社会主義共和国連邦とは, ｢国家 (共和国たち)｣ を越える ｢(一つの)国家｣ といえる｡




これは ｢ソビエト愛国主義｣ とも関係がある｡ この時の ｢愛国｣ とは共和国 (国家)
を越える国家, 即ちソビエト社会主義共和国連邦に対する愛国を意味する｡ これは
｢民族と民族的偏見に対する譲歩政策｣ －民族形成 (コレニザーツィヤ)から ｢すべて
の労働者の祖国｣ であり ｢唯一の社会主義国家｣ としてのソビエトに対する愛民族
融合としての転換を意味することであった)｡ しかし ｢ソビエト愛国主義｣ が完成さ
れたのは, ドイツのソ連侵攻とこれに対するソ連のいわゆる ｢大祖国戦争｣ を通して
であった｡
高麗人が大祖国戦争に積極的に参加したのは, 強圧により仕方なく参加した面もあ
るが, ｢労働者の祖国｣ 或いは ｢ソビエト人民の祖国｣ を建設しようとする高麗人の
熱意と意志があらわれたという見解もある｡ もちろん高麗人はいつでも敵国のスパイ
になりうる ｢特別移住民｣ であった｡ 多くの高麗人たちは大祖国戦争のために進んで
軍に入隊したかったが), 結局彼らが動員されたのは後方の ｢労働軍｣ であった｡














｢多国家市民｣ としての高麗人研究 (申) ――









) 高麗人青年たちの中には国籍を偽ったり, 姓を変えて自ら入隊したケースもある｡ 金アナトリも
｢サダコーブ｣ というウズベクの姓に変えて軍に入り, 個の勲章をもらった｡ 閔アレクサンド
ロ大尉はソ連英雄の称号ももらった｡ (6578	)
) 強制移住以前 (	年の春), 稲作の経験を伝授させるため, 沿海州からカザフスタンに高麗人
年以後強制移住させられた高麗人はウズベクとカザフ地域に集団居住し始め
ながら, 高麗人コルホーズを建設することになった｡ ウズベクのタシュケントだけで
も年の春, ｢新生活｣ ｢赤い東方｣ ｢新しい道｣ 等, 千百所帯個の高麗
人コルホーズが作られた｡ 特に年, 高麗人コルホーズ ｢北極星｣ に新しい会長




の中に各種の農機械は勿論, 水力発電所まで揃えることが出来た｡ 金は, 綿花農業で
も大きい成果を出し, 第次 ｢社会主義労働英雄｣ 勲章をもらった｡ 年には,
稲作ブリガディール (作業班ブリガータの責任者) と分組長が社会主義労働英雄勲章
をもらった｡ 	年まで北極星コルホーズでは名の社会主義労働英雄が誕生し,
金炳華は	年 ｢穀物多収穫及びコルホーズ経営管理｣ の業績で, 再度 ｢社会主義
労働英雄｣ 称号を得た)｡
カザフスタンのクズロルダの ｢先鋒コルホーズ｣ の金萬三も高い稲の収穫量で
回, 赤い労働勲章とスターリン賞をもらった｡ ｢先鋒コルホーズ｣ は	年間で, 稲作
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たちが招聘されてきたことがあるが, 彼らはその後, 高麗人農業協同組合カズリス (カザフスタ
ンの米)を作ったりした｡ (	
     
 !"#	$%
)
) ｢北極星｣ コルホーズの金炳華は, 年から綿花栽培にも成功したが (最初トン収穫),
年には	トンの綿花を収穫し, 社会主義努力英雄の称号を得た｡ (&'()*+,
 -./012 345 67582 9:;<=4>*2 -.? @?A BCDE
F !"#$	%
)
) 金炳華は, その他, 回のレニーン勲章, 月革命勲章, 回の労働赤旗勲章, 各各回の
月革命勲章と労働標識勲章を受賞した｡
) これをスタハノフ運動の結果としてみる見解もある｡ ウクライナのドンバス中央炭鉱で働いてい
た鉱夫スタハノフによって始まったこの運動は, ｢社会主義的競争｣ を誘発するため, 計画経済
過程で農産物と工業生産物の成果を出すための運動である｡ 高麗人コルホーズは強制移住の直後
の年, 特に播種と秋の取り入れ事業でスタハノフ運動を積極的に行い, 月革命記念日に




で, より驚くべき結果と言える｡ これに対して多数の研究者たちは, ｢農業生産力の
拡充を狙ったソビエト連邦の選択｣, ｢同族の結束｣, 或いはソビエト連邦の迫害から
生き残るための ｢生存｣ の結果という分析をした)｡
しかし当時のこのような結果は, ｢仕方ない選択｣ ではなく ｢積極的な指向｣ の結













をしなければならなかったカン・テスと, ｢わが故郷の遠東を誇る｣ と ｢私は朝鮮の
人である｣ という詩で各々の故郷を描いていたキム・セイルとキム・ジュンの詩作品
である｡ しかしこれらの詩作品は, 同じく ｢ソビエト人民｣ として新しい中央アジア
の地で力強く暮らしていくことを描写している｡
勿論このような作品態度が ｢どのような作品でも肯定的な人物が主人公にならなけ
｢多国家市民｣ としての高麗人研究 (申) ――




)      !"#$%&'()*+,	-./
012
) 345678  9 :%; !"01	-. /01

2
) 3< =="#$%&+ )*+2洪範圖を描いたキム・ジュン (3
<) の小説 『十五万ウォン事件』 は, ｢スターリン死後, 高麗人の位相が復権される中, 忘れら
れたり否認された高麗人の歴史を蘇らせながらも, 依然としてソビエトに傾いた意識を見せてい
る｡ スターリン死後, 高麗人の環境が良くなって行ったが, まだ歪曲されている自分の存在を証
明しなければならない状況だったのが推測できる｣ という評価 (>?3<@ABCD +
EF GHI J5KL MN OPQRSTUVW"X2) のように, 高











強盗も, 泥棒も, 戦争もない綺麗で高尚な世界, その世界の旗幟には赤い文字
で, ｢自由・平等・愛｣ と書かれていて, 人々はその旗幟の下で永遠な幸福を享
受すると信じていた｡)
通り過ぎた年を振り返りながら年代の後半に書いたヨン・ソンヨンのこ












とになった｡ 	年月, ソビエト共和国連邦の最高会議は ｢特別移住民の居住制
限措置の解除法｣ を発表し, その結果中央アジアの高麗人にも初めて居住移転の自由
が与えられた｡
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)  	
   (リャン・ウォンシクの詩に関する研究としては,
  





) ヨン・ソンヨンは, 晩年にキリスト教を受け入れ, 初めて社会主義体制を否定的に見ることになっ











ズ (国営農場) 化された｡ 相対的に運営状態が良かった高麗人コルホーズは運営状態
が劣悪だった ｢地方民｣) たちの負債を引き受けるしか方法がなかった｡
収入も減りコルホーズの主導権さえ消えてしまったので, 移住の自由を与えられた
高麗人たちはコルホーズを離れ, 都市近隣に居所を移した後, コボンジル) に専念
した｡ コボンジルが初めて生まれたのは第次世界大戦中という説が一般的である｡
高麗人男性の多数が ｢労働軍｣ として動員された状態で, 足りない労働力を解決する
ためコボンジルが生まれたと言われている｡
コボンジルとは ｢多数の人々が共同で行う事業に各々が出す元手｣ という意味の
｢股本 (コボン)｣ に ｢行為｣ という意味の ｢ジル｣ が結合された言葉) で, ｢投資さ
れた元手を基にした協同労働組織, あるいは投資された元手と労働を基にして得られ








ちが, より採算性の高い地域に, コボンジルを営むために旅立つ頃からである｡ 居住
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) 強制移住後, 新しい定着民であった高麗人たちは, 中央アジアの土着民たちを ｢地方民｣ と呼ん
でいた｡ 開放後, ロシア或いは韓国などに新しく移住し始めた高麗人たちも, そこの住民を同じ
く ｢地方民｣ と呼んでいるかは疑問である｡
) ｢コボン (股本)ジル｣ については, 	
   
	 ! "#$% &!  '"()*  +,
- 
./0!123456	78	 9$:  ;<
=9$ >?>@AB CD!EF 1GBHIJKL	

 '"()* M +I6 !

	等を参照｡
) ｢コボン｣ を ｢コボンジルに参加する一つの個別家戸が耕作する土地の面積｣ とみる見解もある｡
｢今回, コボンの草取りをした, 或いはコボンの草取りをした｣ という表現から分かるよう
に, 労働力が豊富な家戸はコボンではなくコボンを耕作できるため, 個別家戸の構成比率に
よってコボンの面積も変わられるという見解である｡ (, 前掲書, ～頁.)
	) このような (前掲書, 頁)等の定義とは異なる定義としては, 等の見解がある｡
｢高麗人が家族単位で構成されている小共同体 (ブリガータ)を組織して, 農繁期には自分の居住
地から離れ, 近距離あるいは長距離で土地を借用して, 生産から販売に至る営農の全過程を修行






るためである｡ 長距離コボンジルは, 遊牧の地である中央アジアで生まれた ｢ソビエ
ト遊農｣ であり, 一種の ｢ソビエトドリーム｣ であった｡ ソビエト共和国の国境を横
断する経済単位・経済主体であり, 社会主義と資本主義を横断する経済システムでも
ある｡












長距離コボンジルは, また ｢ソビエト社会主義共和国の人民｣ になろうとしていた
意志も変貌させた｡ コボンジルは社会主義的コルホーズシステムに資本主義的経営シ
ステムを結合した形態で, ソビエト人民としての役割を, 高麗人たちが自ら社会主義
の内部から停止させて行ったと言える｡ 結局, 高麗人は ｢長距離コボンジル｣ を通し
て, 自分自身を ｢ソビエト人民｣ から, ソビエトを横断する ｢多共和国市民｣ に漸次
に変貌して行った｡
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挙げることができた｡ 年旧ソ連共産党は ｢民族政策綱領｣ を発表し, 月には
共産党中央委員会が自ら過誤を認め, 少数民族の権利を回復することを宣言したため
である｡ しかし ｢ロシアの高麗人の名誉回復に関する法｣ が正式に制定されたのは,
年共産党解体とソビエト連邦の個の共和国が分離独立を宣言し独立国家共同





保障する方法はないに等しかった｡ むしろ諸独立国家は高麗人を ｢帰還｣ でなく, 事
実上, また他の ｢遊民｣ の道に追い出したといえる｡
高麗人が移住の自由を得て自ら根拠地を離れたのでなく, 独立国家から追い出され




あの人たちの言葉で生きていかなくちゃ, 私たちは｡ 彼は力が抜けた｡ あの







挨拶だということぐらいは, 彼も知っている｡ (中略)｢タスビターニャ｣ と言っ






ダニャ｣ でなく, ウズベク語 ｢ハイル｣ であった｡ 彼女はイスラムの慣習のとおり異
｢多国家市民｣ としての高麗人研究 (申) ――

) 	 


























の高麗人が居住しているが, これら高麗人はほとんどメッキ業者, 染色業体, 派遣労
働などいわゆる ｢黒い労働｣ と呼ばれる業種で仕事をしている)｡ テッコルの労
働相談所の統計によれば, 労働相談の半分程度が ｢賃金未払い｣ であるが, その大部
分は韓国語が通じないのがその理由だと言う)｡







































) テッコル (NO) で, 高麗人の夜学 ｢ノモ (PQ)｣ と労働相談所である ｢ビョルビョル (RR)
相談所｣ を運営しているキム・スンリョク代表は, ｢訪問就業 () ビザを持っている人は最長
年ヶ月しか居住できないため, 在外同胞 () ビザを持っている高麗人たちは非専門職労働に
就業できないため, 不法就業を敢行するしか方法がない｣ という (年月インタビュー)｡
) 高麗人の支援団体 ｢ノモ｣ のキム・ヨンスク理事は, ｢言語疎通が円滑ではないので, 賃金未払
い等問題が多く発生しているので, 夕方時から夜時頃まで, 代から代までの高麗人
～名が一緒に集まって韓国語の勉強をしている｣ という (年月のインタビュー)｡ 最
近は ｢青少年中心の高麗人バンドの結成, 高麗人村祭り等の多様な高麗人街づくりにも力を入れ
ている｣ という｡
安山市テッコルの高麗人支援団体である ｢ノモ (越える)｣ と高麗人支援のための
｢安山市民円卓会議｣ ｢安山希望財団｣ などは高麗人移住周年をむかえて当面の
高麗人問題を解決するために ｢高麗人総合支援センター｣ を建立することにし, その

















同じように顔がない｡ 目と鼻と口がない, 丸い空間だけだ｡ 顔のない彼らが
ユ老人の画幅の中から少年に近づいて来はじめた｡ 空っぽの顔たちが喚き立て
ている｡ 目を描いてくれと哀願しているようだ｡ (中略)
父は, 年間だけソウルで働いた後, 戻ってくると約束した｡ ソウルでは熱心




) ハナム工団, ピョンドン工団, ソチョン工団などが集中している光州広域市のコァンサン区ウォ
ルゴク洞とサンジョン洞一帯の ｢高麗人村｣ には, 
年頃から他の高麗人労働者たちと共に
高麗人千名が居住している｡ 年月, ｢高麗人センター｣ がオープンし, 高麗人の子女の
ための公立委託代案学校である ｢セナル学校｣ (年) 開校, 共働き夫婦の高麗人子女のため
の ｢セナル保育園｣ (年)・｢高麗人村の地域児童センター｣ (年)オープン, ｢高麗人村
の協同組合｣ (年)設立などが続いた｡ 年月日には, ｢光州広域市の高麗人住民支




) 京畿道安山のテエッコル資料は, 年月に実施したインタビューと, 『ハンキョレ新聞』 の
記事 (789 :; <= >? @ABC$ DEFGH.) をは
じめ, 光州市ウォルゴク洞の高麗人村に関するデータとしては, 8IJKLの論文 (｢
 ! " )%0 $%& LMN	 O12P QRS1234
6) などを参照｡
に働いたらお金を稼げるといった｡ そのお金なら少年とユ老人が飢えなく生き




ここに近づかないで, 止まってと｡ しかし汽車は動き続け, 人々の叫びも止ま
らなかった｡)




の列車が止まることを望むが ｢汽車はずっと動き, 人々のわめき｣ もまた止まらない｡
シン・スンナムの連作絵画 ｢レクイエム｣ のように絵には顔がない｡ 彼は ｢名前も民
族もない奴隷｣ だったために顔を描き込まなかったというが, ｢顔のない奴隷｣ は中
央アジアで完了型となったのではなく, 彼の ｢歴史の中の祖国｣ である韓国において
相変らず現在進行型なのであった｡
韓国の多くの支援団体は高麗人の疲弊した暮らしを, 少なくとも故郷である韓国で









しかし, 在外同胞法の改正について提起されている議論の中で, 特に ｢同じ血がつ
ながっている私の民族｣ であるから ｢外国人労働者より高麗人同胞を優先｣ しなけれ
ばならないという論理) は再検討の必要がある｡ このような論理は日本において日
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年の大韓民国政府樹立｣ の前に出国した人を ｢在外同胞｣ の範疇から除外していた
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の活動家と研究者が, 高麗人に対する ｢同化政策｣ を更に推進しなければならないと
主張しているということである｡ 高麗人は ｢驚くべきことに皆が韓国国籍の取得を願っ
ており, 韓国人への完全な同化を願って｣ いるので, ｢韓国社会に同化しうる｣ ため
の全面的支援と政策を提供すべき) であると彼らは主張している｡
これを後押しする理論的根拠として提示されているのは, 積極的な ｢同化｣ を妨げ
る諸要因との闘争 (	
) に関する研究)である｡ 高麗人の低い韓国








しながら, 彼らが生まれた国家でも自由に暮らせるように｣ すべきだ) ということ
である｡
ここで注目すべき言葉は ｢祖国｣ である｡ 高麗人はかつて, 後方ではあったとはい
えソビエト連邦のための ｢大祖国戦争｣ を誠実に遂行したことがあり, コルホーズで






も親のそばに送ってください｣ という遺言の通り, 彼の遺骨は ｢見知らぬ高麗人同胞
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) 移住民たちの同化過程を, () 集団居住地と位置選定 () 生産・収入・競争 () 同化闘争 () 家










) , 前掲書, ～>頁.
の手に持たせて再び国境を渡った｣) という｡ 彼の葬儀室を訪れたリュ・アンドレイ
はキム・ジュンの詩 ｢私は朝鮮人だ｣ を朗読した｡ 『私はロシア遠東イマン川辺の朝
鮮の人だ』 と始まるこの詩には, 詩人キム・ジュン) が経験した ｢歴史の中の祖国｣
である朝鮮を懐かしむ心が切々と染み込んでいる｡ しかし, 彼がこの詩で本来語ろう
としていたのは, 自身がカザフ人ではなく沿海州 (ロシア遠東) のウスリ川の支流,
イマン (今のタルネレチェンスク) 川辺の朝鮮人であるということだった｡ 産業災害
で息をひきとったキム・バロージャ氏は韓国の土地でなく両親のそば, 故郷のウズベ
キスタンに埋められた｡ しばらくのあいだ留まった韓国と, 帰る故郷であるウズベキ






















) キム・ジュンは, 		年ロシア沿海州で生まれ, モスクワ総合大学を中退した｡ 以後, カザフ
スタン作家連盟の高麗人文化委員長を歴任し, 長編叙事詩 ｢四十八｣, 長編小説 『十五万ウォン
事件』 などがある｡
) "#$%&'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ら急激に増えた｡ 最近, 独立国家共同体から来韓した高麗人は, 約万人に達する｡














共和国と共和国を横断する ｢多共和国人民｣ として生きてきたとすれば, ソ連の解体
後の高麗人はソビエト共和国ではない, たとえばウズベキスタンとウクライナあるい
はロシア ｢国家｣ を横断する ｢多国家市民｣ として生きてきたと言える｡
勿論ソビエト共和国連邦の解体後もそうであるが, 共和国連邦時代の高麗人の生も
やはり, 連邦時期ずっと同一だったのではない｡ 強制移住以前と以後も違うし, スター
リン死後フルシチョフの登場以前と以後も違う｡ 強制移住と共に高麗人は, 居住制限
された特別移住民, 即ち ｢敵性人民｣ として烙印を押された｡ しかし中央アジアのソ
ビエト共和国に居住していた高麗人は ｢敵性人民｣ から抜け出し ｢ソビエト人民｣ に
なるため不断の努力を尽くした｡ 高麗人は第次世界大戦中に ｢労働軍｣ として参
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コボンジル農業は, 一つのソビエト共和国単位でなされたのではなく, いくつかのソ
ビエト共和国を越え続けながら生産と流通が共になされたが, 高麗人はこのようにソ




なったりもしたが, にもかかわらず高麗人は独立国家共同体 () の中で, 独立国
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) この論文は, 拙稿 ｢多共和国人民から多国家市民へ ― ソビエト共和国連邦の解体と高麗人｣
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